
　6月 17 日は、恒例の敏音知岳山開き。早朝の雨も上がり、新緑の香りが漂う登

山道を約２００名が７０４メートルの頂をめざしました。
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弥
生
地
区
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
（
埋
立
処
分
場
）
は
、
平
成
10
年

度
に
向
こ
う
10
年
間
分
の
容
量
を
推

計
し
、
約
９
億
円
の
巨
費
を
投
じ
整

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
11
年
４
月
の
稼
動
か
ら
13
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
処
理
施
設
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
が
埋
立
処
分
場
延
命
に

寄
与

　

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
す
る
ゴ

ミ
は
、
大
別
す
る
と
「
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
」
、
「
生
ゴ
ミ
」
、
「
燃
や
せ
な
い
ゴ

ミ
」
、
「
粗
大
ゴ
ミ
」
に
分
け
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
燃
や
せ

る
ゴ
ミ
」
と
「
生
ゴ
ミ
」
の
処
理
は
、

南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合(

浜
頓
別
町
）

の
施
設
で
、
「
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
、

「
粗
大
ゴ
ミ
」
は
弥
生
地
区
の
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
12
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、「
燃
や

せ
る
ゴ
ミ
」
の
う
ち
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ス
チ

埋立処分場に運ばれる不燃ごみ



３

ロ
ー
ル
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
や
、「
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
の
う
ち
、
空
き
缶

や
ビ
ン
な
ど
は
「
資
源
ゴ
ミ
」
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
と
に
な
り
、
埋

立
処
分
す
る
ゴ
ミ
の
総
量
は
減
る
傾

向
に
な
り
ま
し
た
。

焼
却
量
微
減
、
エ
コ
意
識
浸
透
か　

　

で
は
、「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
」
の
量
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

本
町
が
排
出
す
る
分
で
、
南
宗
谷

衛
生
施
設
組
合
で
焼
却
処
分
し
て
い

る
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
は

３
７
７
ト
ン
で
、
平
成
19
年
度
４
０

７
ト
ン
と
比
較
す
る
と
30
ト
ン

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

減
量
の
要
因
と
し
て
人
口
の

減
少
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
環
境

（
エ
コ
）
意
識
の
向
上
で
、
各

家
庭
か
ら
の
排
出
量
が
抑
制
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

「
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
末
で
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
埋
立

計
画
容
量
１
３
０
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
に
対
し
、
７
６
５
５
立
方
メ
ー
ト

ル
が
埋
ま
り
、
残
余
容
量
は
５
３
４

５
立
方
メ
ー
ト
ル
（
41
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
）
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
10
年
間
分
の

容
量
の
と
こ
ろ
、
13
年
経
過
で
59
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
か
ら
良
い
意
味
で
の

誤
算
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
現
状
で
推
移
し
た
場
合
、
７

年
後
の
平
成
31
年
度
に
は
満
杯
と
な

り
、
新
た
な
処
分
地
を
整
備
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
た
多
額
の
税

金
を
投
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
費
用
年
間
５
千
万
円
以
上

　

税
金
の
投
入
と
言
え
ば
、
町
が
ゴ

ミ
処
理
に
年
間
ど
れ
だ
け
の
経
費
を

負
担
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
で
、
南
宗
谷

衛
生
施
設
組
合
へ
の
負
担
金
は
２
千

２
２
０
万
円
、
一
般
廃
棄
物
処
理
を

委
託
し
て
い
る
中
頓
別
町
振
興
公
社

に
３
千
１
２
０
万
円
と
年
間
５
千
３

４
０
万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
一
人
当
た
り
で
割
り
返
す
と

２
万
７
千
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
の
ゴ
ミ
袋

代
を
加
算
す
る
と
年
間
、
ゴ
ミ
処
理

に
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、
地

球
の
資
源
を
消
費
す
る
こ
と
、
ゴ
ミ

の
排
出
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
資
源
を
再
資
源
化
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
す
る
た
め
に
は
、
相
当

の
費
用
と
労
力
が
必
要
で
す
。

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
は
、

廃
棄
物
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
先

順
位
を

（1）
ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
（
リ
デ

ュ
ー
ス
）、

（2）
繰
り
返
し
使
え
る
も
の

は
使
う
こ
と
（
リ
ユ
ー
ス
）、

（3）
再
資

源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
、

（4）
熱
回
収

（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
、

（5）
適
正

処
分
（
焼
却
、
埋
立
等
）
の
順
と
し

て
い
ま
す
。

　

大
量
消
費
を
や
め
、
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
生
活
が
、
焼
却
費
用
の
削
減
と

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
埋
立
処
分

場
）
の
延
命
に
つ
な
が
る
こ
と
を
町

民
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
た
い
も
の

で
す
。

ガラス瓶の分別も埋立処分場の延命に役立っています

ベルトコンベアに乗って破砕機に運ばれる不燃ごみ



４

集
落
維
持
の
限
界
に
備
え
て

　　

冠
婚
葬
祭
は
、
昔
か
ら
住
民
ど
う
し

の
助
け
合
い
、
「
共
助
」
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
昔
に
遡
り
ま
す
が
、
江
戸

時
代
に
は
、
集
落
（
現
在
の
自
治
会
）

が
行
う
10
の
社
会
的
共
同
行
為
（
成
人

式
、
結
婚
式
、
出
産
、
病
気
、
普
請
（
新

改
築
の
手
伝
）
、
水
害
、
年
忌
法
要
、

旅
立
、
葬
式
、
火
事
）
が
定
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

な
か
で
も
葬
儀
は
、
人
生
の
最
期
を

御
見
送
り
す
る
自
治
会
の
大
切
な
行
事

で
す
。

　

最
近
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
で

冠
婚
葬
祭
な
ど
社
会
的
共
同
生
活
が
維

持
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
機
能
が
衰

え
た
集
落
の
こ
と
を
、
「
限
界
集
落
」

ま
た
は
、
「
基
礎
的
条
件
の
厳
し
い
集

落
」
、
「
維
持
が
困
難
な
集
落
」
と
い
う

表
現
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
人
口
の
50
％
以
上
が
65

歳
以
上
と
い
う
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
内
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
（
別
表
）

自
治
基
本
条
例
を
実
践

　

平
成
23
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
本

町
の
憲
法
と
も
言
え
る
「
中
頓
別
町
自

治
基
本
条
例
」
で
は
、
「
町
民
相
互
の

つ
な
が
り
で
助
け
合
う
地
域
を
作
っ
て

い
く
と
と

も
に
、
町

民
及
び
町

民
組
織
の

活
動
を
支

援

し

ま

す
。
」(

第

26
条
第
２

項)

と
規

定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自

治

は
、
自
助

→
共
助
→

公
助
の
順
で
補
完
し
合
う
も
の
で
、
こ

れ
を
「
補
完
性
の
原
理
」
と
呼
び
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
自
ら
努
力
し

て
も
足
り
な
い
場
合
、
互
い
の
助
け
合

い
や
自
治
組
織
の
連
携
、
行
政
の
支
援

で
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
自
治
基

本
条
例
の
精
神
に
通
じ
る
も
の
で
す
。

葬
儀
手
伝
い
に
困
っ
た
と
き
は

ご
相
談
を

　

町
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
、
概
ね
15

世
帯
以
下
の
自
治
会
で
、
自
治
会
内
の

「
共
助
」
、
自
治
会
と
自
治
会
の
連
合
を

も
っ
て
し
て
も
葬
儀
ス
タ
ッ
フ
が
不
足

す
る
場
合
、
公
助
の
一
環
と
し
て
町
職

員
５
名
以
内
を
通
夜
、
告
別
式
に
派

遣
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

15
世
帯
以
下
の
自
治
会
で
も
全
員

が
精
一
杯
役
割
を
分
担
す
れ
ば
、
葬

儀
を
執
行
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
15
世
帯
以
上
で
も
、
高
齢
化
の

著
し
い
自
治
会
や
親
族
が
大
半
を
占

め
る
葬
儀
で
は
手
伝
い
が
不
足
す
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
会
や
葬
儀
の
状
況
に
よ
っ
て
、

様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
葬
儀
の
手
伝
い
に
本
当
に
困
っ

た
と
き
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

派
遣
の
有
無
、
派
遣
人
数
等
は
、

状
況
を
お
聞
き
の
上
、
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
問
合
せ
先
】

　
　
　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

電
話　

６-

１
１
１
１

葬
儀
手
伝
い
に

葬
儀
手
伝
い
に

　
　

町
職
員
を
派
遣

　
　

町
職
員
を
派
遣

葬
儀
手
伝
い
に

　
　

町
職
員
を
派
遣
し
ま
す

し
ま
す

し
ま
す

字 区 分

中 頓 別

弥　　生

　 寿

旭　　台

豊　　泉

兵　　安

神　　崎

藤　　井

上　　駒

松 音 知

敏 音 知

豊　　平

上 頓 別

岩　　手

小 頓 別

秋　　田

世 帯 数

       677 

         5

         9

        82

         8

         8

         2

        11

        44

        15

        18

         5

        13

         1

        35

         3

高 齢 化 率

　　　37.28％

　　　35.29％

　　　66.67％

　　　28.33％

　　　47.62％

　　　44.44％

　　　50.00％

　　　63.64％

　　　 9.23％

　　　46.67％

　　　20.45％

　　　22.22％

　　　47.06％

　　　33.33％

　　　60.38％

　　　15.38％

( 別表 ) 字別の世帯数と高齢化率

(平成 24 年 4 月 1 日現在 )

ふ
し
ん
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町立自動車学校で免許をとろう町立自動車学校で免許をとろう町立自動車学校で免許をとろう町立自動車学校で免許をとろう

70 歳以上の高齢者講習も70 歳以上の高齢者講習も70 歳以上の高齢者講習も70 歳以上の高齢者講習も大歓迎！大歓迎！大歓迎！大歓迎！

　中頓別町立自動車学校は、名前の示すとおり、設立母体が町であり、その経営主眼は
利益追求ではなく、 安全運転者を育成し、地域から悲惨な交通事故を追放するとともに、
明るい地域社会を実現することを最大の目標として運営されています。
　また、南宗谷管内で唯一実技試験までを実施できる自動車学校として、これまで数多
くの安全運転者を育てた信頼と実績があります。
　70 歳以上の方の免許更新時に必要な高齢者講習も近くて親切な当校をご利用ください。
　普通車、大型特殊車とも満 18 歳以上の方（満 18 歳の概ね 1カ月前）から入校できます。
　普通免許の教習車は、マニュアル車、オートマ車とも平成 23 年式。小型で運転しやす
い車をご用意してお待ち申し上げております。
　普通免許、大型特殊免許の取得をめざす方、近隣町村にお住まいの友人知人をご存知
の方は、ぜひ入校をお薦めください。
　入校の際に必要な書類、教習科目や授業料などは、お気軽にお尋ねください。

【入校受付・連絡先】
〒098-5552　枝幸郡中頓別町字寿 70 番地 中頓別町立自動車学校
TEL 01634-6-1667  FAX 01634-6-1804

入
札
結
果　

(

平
成
24
年
４
月
20
日
執
行)

業 

務 

名　

有
害
鳥
獣
農
林
業
被
害
防
止
委
託
業
務

業
務
概
要 

 

林
道
・
作
業
道
の
雑
草
木
撤
去
、
エ
ゾ
シ
カ

　
　
　
　
　

残
滓
現
地
埋
設
及
び
出
没
現
況
調
査
等
、
ヒ

　
　
　
　
　

グ
マ
出
没
注
意
看
板
作
成

契
約
者
名　

株
式
会
社
ダ
イ
シ
ン
工
業

契
約
金
額　

２
，
７
７
５
，
１
５
０
円

落 

札 

率　

９
８
・
６
％

工 

事 

名　

豊
泉
・
兵
安
地
区
分
収
林
除
間
伐
工
事

工
事
概
要　

２
３
年
生
ト
ド
マ
ツ
林
の
支
障
木
・
不
良
木
除

　
　
　
　
　

去
及
び
つ
る
切
り 

Ａ
＝
１
３
・
５
５
ha

契
約
者
名　

中
頓
別
・
浜
頓
別
町
森
林
組
合

契
約
金
額　

１
，
５
４
３
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
５
・
６
％

入
札
結
果　

(

平
成
24
年
５
月
11
日
執
行
）

業 

務 

名　

林
道
専
用
道
松
音
知
２
号
線
測
量
設
計
委
託

　
　
　
　
　

業
務

業
務
概
要　

測
量
設
計　

路
線
測
量 

Ｌ
＝
１
，
１
４
０
ｍ

契
約
者
名　

ア
ル
ス
マ
エ
ヤ
株
式
会
社

契
約
金
額　

４
，
４
５
２
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
４
・
４
％

業 

務 

名　

林
業
専
用
道
兵
安
４
号
線
測
量
設
計
委
託
業

　
　
　
　
　

務

業
務
概
要　

測
量
設
計　

路
線
測
量 

Ｌ
＝
１
，
７
０
０
ｍ

契
約
者
名　

ア
ル
ス
マ
エ
ヤ
株
式
会
社

契
約
金
額　

５
，
７
６
４
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
４
・
５
％

業 

務 

名　

林
業
専
用
道
敏
音
知
１
号
線
測
量
設
計
委
託

　
　
　
　
　

業
務

業
務
概
要　

測
量
設
計　

路
線
測
量 

Ｌ
＝
１
，
２
０
０
ｍ

契
約
者
名　

ア
ル
ス
マ
エ
ヤ
株
式
会
社

契
約
金
額　

５
，
１
４
５
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
４
・
６
％

工 
事 

名　

町
道
兵
安
松
音
知
線
災
害
復
旧
そ
の
３
工
事

工
事
概
要　

復
旧
延
長 

Ｌ
＝
２
７
ｍ

契
約
者
名　

株
式
会
社
ダ
イ
シ
ン
工
業

契
約
金
額　

３
，
７
８
０
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
７
・
８
３
％

業 

務 

名　

町
道
兵
安
松
音
知
線
災
害
復
旧
そ
の
４
工
事

工
事
概
要　

復
旧
改
良 
Ｌ
＝
１
３
・
５
ｍ

契
約
者
名　

中
頓
別
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額　

２
，
４
９
９
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
７
・
５
４
％

業 

務 

名　

町
道
上
頓
別
音
威
子
府
線
道
路
災
害
復
旧
そ

　
　
　
　
　

の
２
工
事

4 月～ 6月の入札結果をお知らせします

工
事
概
要　

復
旧
延
長 

Ｌ
＝
１
１
ｍ

契
約
者
名　

株
式
会
社
成
松
建
設

契
約
金
額　

４
，
７
８
８
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
７
・
４
４
％

工 

事 

名　

町
道
上
頓
別
音
威
子
府
線
道
路
災
害
復
旧
そ

　
　
　
　
　

の
１
工
事　
　
　

工
事
概
要　

復
旧
延
長 

Ｌ
＝
１
０
ｍ

契
約
者
名　

有
限
会
社
赤
川
産
業

契
約
金
額　

１
，
７
３
２
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
６
・
４
９
％

入
札
結
果　

(

平
成
24
年
５
月
25
日
執
行
）

業 

務 

名　

町
道
敏
音
知
原
野
線
交
付
金
工
事
の
内
実
測

　
　
　
　
　

線
調
査
設
計
業
務
委
託　
　
　
　
　
　

業
務
概
要　

路
線
測
量 

Ｌ
＝
３
４
０
ｍ　
　
　

　
　
　
　
　

道
路
実
施
設
計
Ｌ
＝
３
４
０
ｍ

契
約
者
名　

協
立
測
量
設
計
株
式
会
社

契
約
金
額　

４
，
２
７
３
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
２
・
５
０
％

業 

務 

名　

平
成
２
４
年
度
中
頓
別
町
橋
梁
点
検
業
務
委
託

業
務
概
要　

点
検
調
査
橋
梁
数　

７
２
橋　
　
　

契
約
者
名　

ダ
イ
シ
ン
設
計
株
式
会
社

契
約
金
額　

７
，
４
０
２
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
３
・
８
７
％

業 

務 

名　

中
頓
別
町
公
共
下
水
道
事
業
全
体
計
画
見
直　

　
　
　
　
　

し
業
務
委
託　
　
　
　

業
務
概
要　

全
体
計
画 

Ａ
＝
１
・
０
２
ha 

(

汚
水
計
画)

契
約
者
名　

協
立
測
量
設
計
株
式
会
社

契
約
金
額　

４
，
２
７
３
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
２
・
５
０
％

業 

務 

名　

中
頓
別
小
学
校
教
員
住
宅
新
築
工
事
設
計
業

　
　
　
　
　

務
委
託　
　
　
　

業
務
概
要　

６
５
㎡/

棟
～
２
棟　
　
　

契
約
者
名　

有
限
会
社
ア
ー
キ
シ
ッ
プ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

契
約
金
額　

９
９
７
，
５
０
０
円

落 

札 

率　

９
３
・
８
７
％

入
札
結
果　

(

平
成
24
年
６
月
28
日
執
行
）　

工 

事 

名　

町
道
６
丁
目
線
交
付
金(

起
債)

工
事
２
工
区

工
事
概
要　

改
良
・
舗
装 

Ｌ
＝
９
０
ｍ

契
約
者
名　

正
田
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額　

２
３
，
１
０
０
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
６
・
７
９
％

工 

事 

名　

町
道
６
丁
目
線
交
付
金(

起
債)

工
事
１
工
区

工
事
概
要　

改
良
・
舗
装 

Ｌ
＝
４
７
・
４
１
ｍ

契
約
者
名　

中
頓
別
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額　

１
２
，
４
９
５
，
０
０
０
円

落 

札 

率　

９
７
・
７
０
％



６

未
来
の
酪
農
を
考
え
る

　
　
　

 
　
　

 

　

 

中
頓
別
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

　

「
中
頓
別
町
の
未
来
を
考
え
る
会
」

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
運
動
会

　

中
頓
別
小
学
校
の
運
動
会
が
６
月
10

日
、
同
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
肌
寒
く
、
時
折
強
風
が
吹
く
あ

い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

校
児
童
が
縦
割
り
で
４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
・
団
体
競
技
で

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
４
～
６
年
生
に
よ
る
鼓

笛
隊
の
演
奏
や
組
体
操
、
保
護
者
に
よ

る
障
害
物
リ
レ
ー
な
ど
で
会
場
は
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
。
最
後
の
種
目
の
リ
レ
ー
で

は
、
残
り
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
精
一
杯

が
６
月
４
日
、
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
も
中
頓
別
町
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
が
企
画
・
司
会
進
行
。
昨
年

度
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
し
な
が

ら
反
省
点
や
今
後
の
方
針
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
参

加
者
か
ら
「
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
時

も
、
諦
め
ず
に
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
ほ

し
い
。
」
と
の
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
「
今
後
、
牛
乳
を

使
っ
た
料
理
に
挑
戦
し
た
い
。
」
と
意

欲
満
々
で
す
。

走
る
こ
ど
も
達
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
取

り
囲
ん
だ
保
護
者
は
声
を
枯
ら
し
て
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

川
を
汚
さ
な
い
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ヌ
ー
に
よ
る
清
掃

　

頓
別
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
そ
う

や
自
然
学
校
で
募
っ
た
有
志
に
よ
り
６

月
９
日
、
寿
の
和
泉
橋
か
ら
弥
生
ま
で

の
、
頓
別
川
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
カ
ヌ
ー
４
艇
に
７
人
の
ス
タ

ッ
フ
が
乗
り
込
み
、
ゴ
ミ
を
回
収
。
予

想
以
上
の
ゴ
ミ
の
量
で
、
全
て
を
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
回

収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
種
類
は
、
ビ
ニ
ー
ル

系
の
ゴ
ミ
が
多
く
、
ゴ
ミ
袋
５
枚
程
度

の
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
は
み
ん
な
の
宝
物
で
す
。
み
な
さ

ん
の
マ
ナ
ー
で
、
き
れ
い
な
川
を
保
ち

た
い
も
の
で
す
。

厳
し
い
訓
練
を
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
４
年
生
社
会
見
学

　

中
頓
別
小
学
校
４
年
生
16
人
が
６
月

25
日
、
社
会
見
学
で
消
防
士
の
訓
練
を

体
験
し
ま
し
た
。
体
験
前
の
、
質
問
の

時
間
で
は
、
「
火
事
が
無
い
と
き
は
何

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」
、
「
消
防
車

を
運
転
す
る
人
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
職
員
は
親

切
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
達
は
消
防
士
が
実
際
に
着
用

し
て
い
る
10
㎏
以
上
あ
る
防
火
ス
ー
ツ

や
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
た
り
、
ロ
ー
プ
渡

り
を
体
験
す
る
な
ど
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
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一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

 

　

 
 
 

こ
ど
も
館
運
動
会

　

こ
ど
も
館
の
運
動
会
が
６
月
23
日
、

悪
天
候
の
た
め
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
達
の
元
気
な

姿
を
一
目
見
よ
う
と
応
援
席
は
、
父

兄
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
い
っ
ぱ
い
。
お
父
さ
ん
方
は
我

が
子
を
写
そ
う
と
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
片

手
に
応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
種
目
の
リ
レ
ー
で
は
、
抜

き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
見
て
い
る
人
達
も

応
援
に
熱
が
入
り
、
興
奮
し
た
様
子

で
し
た
。

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

　
　
　
　
　

 

　
　

 
 
 

緑
の
羽
根
募
金

　

緑
の
保
全
に
役
立
て
る
た
め
、
緑

の
羽
根
募
金
運
動
に
取
組
ん
で
い
る

小
学
校
の
児
童
会
と
、
中
学
校
の
生

徒
会
の
代
表
者
が
６
月
12
日
、
町
長

に
募
金
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
善

意
の
募
金
総
額
は
、
小
中
学
校
合
わ

せ
て
１
万
１
千
６
３
円
。

　

「
こ
の
集
め
ら
れ
た
大
切
な
募
金

は
、
ま
ち
を
緑
に
す
る
こ
と
や
、
町

内
の
記
念
植
樹
等
に
有
意
義
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
野
邑

町
長
は
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

チ
ャ
イ
を
飲
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　

  

天
空
の
国
を
語
る

　
　
　
　
　
　
　

    

ネ
パ
ー
ル
を
知
る
講
座

　

エ
ベ
レ
ス
ト
の
麓
の
国
ネ
パ
ー
ル

の
生
活
や
文
化
を
知
る
こ
と
で
中
頓

別
を
再
発
見
し
よ
う
と
、
郷
土
資
料

館
で
６
月
24
日
に
「
チ
ャ
イ(

紅
茶
）

を
飲
み
な
が
ら
ネ
パ
ー
ル
を
知
る
講

座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
で
２

年
間
活
躍
し
た
小
泉
俊
明
さ
ん
（
現

在
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
勤

務
）
と
黄
金
湯
を
復
活
さ
せ
た
渡
辺

由
起
子
さ
ん
が
ネ
パ
ー
ル
で
の
習
慣

や
体
験
談
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
、
標
高
の
高
い
所
で

の
農
作
物
栽
培
を
指
導
。
渡
辺
さ
ん

は
、
伝
染
病
予
防
の
衛
生
に
携
わ
っ

た
そ
う
で
す
。
二
人
は
こ
れ
ら
の
体

験
を
通
し
て
、
「
不
便
な
場
所
で
も
人

は
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

農業委員会新会長及び新職務代理者・

新農業委員を紹介します。

　6月8日開催の農業委員会総会で、新会

長と新会長職務代理者が決定しました。

角川　拓雄さん

新会長

石井　広幸さん

会長職務代理者

藤田　健一さん

新選任委員(議会推薦）
任期

平成 24 年 5 月 14 日～

　　　平成 26 年 7 月 19 日
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９

◆　保険料のお支払い方法
　保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

　●　「年金からのお支払い」から「口座振替」への切り替えには、２～３か月程度お時間

　　が必要です。

　●　税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。

  　( 年金からのお支払いの場合、お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になり

　　ます )　

■　減額認定証(限度額適用・標準負担額減額認定証)が新しくなります

　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成 24 年７月 31 日をもって

満了となるため、８月以降は使用できなくなります。

　８月以降も減額認定証が必要な方は、下記の交付対象に該当するこ

とを確認のうえ、介護福祉センターへ申請してください。

減額認定証の交付対象となるのは、次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方です

区 分 Ⅱ　　・世帯全員が住民税非課税である方

区 分 Ⅰ　　・世帯全員が住民税非課税である方のうち、

　　　　　　次のいずれかに該当する方

 ・世帯全員の所得が０円の方

(公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方)

・老齢福祉年金を受給されている方 ( 色はオレンジです )

 

■　医療費通知の発行を希望される方へ

　被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、皆様の医療費を

半年ごとにまとめ、発行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。

　なお、次回の発行は、９月 (平成 24 年１月～６月の医療費を対象 )に行います。

◆　新たに発行を希望の方はご連絡ください

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または介

護福祉センターへご連絡ください (電話でのご連絡だけで手続きできます )。

○　すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行し

　ますので、再度のご連絡は必要ありません。

○　この通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。

※　この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできませ

　ん。　

　　お問合せ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062 

札幌市中央区南 2条西 14 丁目

国保会館 6階

電話　011-290-5601

保健福祉課保健福祉グループ

中頓別町介護福祉センター内
電話　6-1995
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農作業機械の共同化 (導入ショベルローダー )利用状況

景観作物等の作付 (キクイモ栽培 )

平
成
23
年
度　

　
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　
　
　
　

交
付
金
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◇ 

集
落
協
定
の
概
要

　

近
年
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
労
働
力

の
減
少
等
に
よ
る
農
地
の
耕
作
放
棄
地

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
農
業
生
産
条
件

の
不
利
を
補
う
た
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
集
落
で
定
め
た
協
定

に
基
づ
き
「
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上
、

担
い
手
の
定
着
、
農
村
環
境
の
整
備
等
」

を
集
落
の
共
通
目
標
に
掲
げ
、
中
頓
別

町
の
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
農
作
業
機
械
の
共

同
化
の
取
組
と
し
て
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ

ー
を
導
入
し
作
業
機
械
の
効
率
的
な
活

用
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
農
作

業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
係
る
検
討

や
新
規
就
農
希
望
者
に
対
す
る
支
援
、

有
害
鳥
獣
（
エ
ゾ
シ
カ
）
被
害
防
止
対

策
及
び
景
観
作
物
（
キ
ク
イ
モ
）
等
の

栽
培
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

◇ 対象農用地の基準別面積及び交付額

　町内の対象草地面積は 27,102,983 ㎡あり、こ

の面積が交付金算定の対象となり 10 アール当た

り 1,200 円が交付されます。

   平成 23 年度の事業費内訳及び事業実施内容

□　平成 23 年度交付金額　　  32,523,579 円

　　財源内訳　国費　　　　　 16,261,789 円

　　　　　　　道費　　　　　　8,130,894 円

　　　　　　　町費　　　　　　8,130,896 円

□　交付金の目的別用途の内訳

　・農業者個人の草地面積により配分（57.4%）                                            

　　　　　　　　　　　　　　 18,662,954 円

　・中頓別集落の共同取組活動に充当（42.6%）

                             13,860,625 円

【平成 23 年度の中頓別集落の共同取組活動の内訳】

　　　　　　　　　取　組　内　容　　 　

１．集落の管理体制

　・集落役員等への報酬、事務委託費等     

２．農業生産活動

 （1）農用地に関する事項

　・対象農地の測量経費、エゾシカ捕獲対策    

 （2）水路・農道等の管理

  ・耕作道等の整備

 （3）多面的機能を増進する活動

　・農村の環境整備、景観作物の作付け等

３．農業生産活動の体制整備

 （1）農用地等保全体制整備

　・後継牛の育成支援の取組み等  

 （2）農業生産活動等の継続に向けた活動

　・新規就農者への支援、農作業機械の共同化等  

４．その他

  ・事務費等

５．農作業支援システム導入に係る積立

　・積立金

  　 　　　　　　　　　計

    金　　額      

       786,400 円

       889,494 円

     1,227,925 円

       457,910 円

     1,540,000 円

     4,652,128 円

        30,092 円

     4,276,676 円

    13,860,625 円
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図
書
室
だ
よ
り

『
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
風
景
』　

　

お
た
め
し
在
住
の
方
が
、
本
を
借

り
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
本
棚
に
並
ん
で
い
る
新

刊
を
見
つ
け
て
は
驚
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
が
多
い
大
き
な
図
書
館
は
、

人
気
作
家
の
新
刊
は
１
０
０
人
以
上

が
順
番
待
ち
を
し
て
借
り
る
そ
う
で

す
。

　

こ
の
町
は
そ
ん
な
に
待
た
な
く
て

読
め
ま
す
の
で
、
滞
在
期
間
中
、
た

く
さ
ん
の
新
刊
の
本
を
読
め
る
よ
う
、

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
こ
の
本
大
好
き
』

　

五
十
嵐　

歩
武
（
い
が
ら
し　

あ

ゆ
む
）
く
ん
（
６
歳
）　

 

　

「
ワ
ド
ル
!!
」
著:

ル
ー
フ
ァ
ス
・

バ
ト
ラ
ー
・
セ
ダ
ー　

 

大
日
本
絵
画

・
ど
う
ぶ
つ
の
う
ご
き
か
た
が
お
も

し
ろ
い
で
す
。

　

Ｃ
Ｄ
付
き
落
語
（
全
26
巻
）
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『「
こ
の
ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
の
活
動
』

　

６
月
14
日
、
小
学
校
で
「
パ
パ
の

し
ご
と
は
わ
る
も
の
で
す
」
「
わ
に
さ

ん
ド
キ
は
い
し
ゃ
さ
ん
ド
キ
」
「
こ
れ

は
の
み
の
ぴ
こ
で
す
」
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　　

今
回
は
３
年
生
も
聞
き
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
名
作
を
Ｃ
Ｄ
で
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

朗
読
は
、
市
原
悦
子
さ
ん
、
草
刈

正
雄
さ
ん
、
大
和
田
伸
也
さ
ん
、
紺

野
美
沙
子
さ
ん
他
で
す
。

■
今
月
の
新
着
図
書
（
６
月
26
日
現
在
）

一
般
向
け
図
書　

 

『
木
枯
ら
し
紋
次
郎　

全
15
巻
』　

笹
沢　

佐
保

 

『
母
に
習
え
ば
ウ
マ
ウ
マ
ご
は
ん
』　
　
　
　
　

 
 
 
 
 

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
栗
左
多
里

 

『
ぼ
け
に
な
り
や
す
い
人
な
り
に
く
い
人
』　
　

 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

大
友　

英
一

 

『
さ
ら
ば
友
よ
』　

 

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
谷　

幸
喜

 

『
野
村
の
「
眼
」
』  

 
 
 
 
 

　
　
　

野
村　

克
也

 

『
呼
吸
入
門
』　

 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　

齋
藤 

 
 
 

孝

 

『
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ　

愛
の
軌
跡
』　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ナ
ヴ
ィ
ン
・
チ
ャ
ウ
ラ

　
　
　
　

 
 
 
 
 

※

　

そ
の
他
、
多
数
の
新
着
図
書
が
あ
り
ま
す
。

　

 
 
 

ど
う
ぞ
、
ご
来
室
下
さ
い
。
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毎
年
、
名
寄
に
あ
る
吉
田
病
院
の

協
力
に
よ
り
、
喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺

が
ん
・
耳
鼻
咽
喉
科
検
診
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

●「
喉
頭
が
ん
」
っ
て

　
　
　
　
　
　

  　

ど
ん
な
病
気
？

　

の
ど
は
、
鼻
の
奥
か
ら
気
管
の
始

ま
り
の
部
分
ま
で
を
指
し
て
い
て
、

呼
吸
を
す
る
た
め
の
気
管
の
入
り
口

に
あ
た
る
部
分
を
喉
頭
と
い
い
ま
す
。

男
性
の
喉
仏
の
部
分
で
す
。
こ
こ
に

は
声
を
作
り
出
す
声
帯
も
あ
り
ま
す
。

　

喉
頭
が
ん
と
は
、
こ
の
部
分
に
で

き
る
が
ん
の
こ
と
で
、
の
ど
に
で
き

る
が
ん
の
中
で
も
っ
と
も
発
生
し
や

す
い
病
気
で
す
。
声
帯
に
あ
た
る
部

分
な
の
で
、
多
く
の
人
に
初
期
症
状

と
し
て
、
「
声
が
か
す
れ
る
」
「
し
わ

が
れ
声
に
な
る
」
な
ど
の
症
状
が
で

ま
す
。
喉
頭
が
ん
の
原
因
と
し
て
、

「
喫
煙
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
危
険
度
の
目
安

と
し
て
は
、
一
日
の
平
均
の
喫
煙
本

数×
(

か
け
る)

喫
煙
年
数
が
６
０
０

以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
。
ま
た

飲
酒
が
喉
頭
が
ん
に
な
る
確
率
を
上

げ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
で
見

る
と
50
～
80
歳
代
の
男
性
に
多
く
発

生
し
て
お
り
、
女
性
の
10
倍
以
上
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
検
診
で
は
、
ひ
と
り
ず
つ

声
を
録
音
し
、
『
声
が
す
れ
』
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●「
甲
状
腺
が
ん
」
っ
て　

　
　
　
　
　
　
　

 

ど
ん
な
病
気
？

　

甲
状
腺
は
、
喉
頭
（
喉
仏
）
の
す

ぐ
下
で
気
管
を
取
り
囲
ん
で
い
る
、

蝶
が
羽
根
を
広
げ
た
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
小
さ
な
臓
器
（
内
分
泌
腺
）

で
す
。

　

食
物
の
中
の
ヨ
ー
ド
を
材
料
と
し

て
、
全
身
の
新
陳
代
謝
や
成
長
の
促

進
に
関
わ
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
つ

く
り
、
体
内
へ
分
泌
し
て
い
ま
す
。

発
育
や
成
長
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
ホ
ル
モ
ン
を
作
り
、
分
泌
し
て

い
る
大
切
な
臓
器
で
す
。

　

甲
状
腺
が
ん
は
こ
の
部
分
に
で
き

る
病
気
で
す
。
は
っ
き
り
と
し
た
原

因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
量

の
放
射
線
と
の
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
甲
状
腺
を
刺

激
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
た
り
、
遺

伝
的
に
な
り
や
す
い
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
30
～
50
歳
代
の
比
較
的

に
若
い
世
代
に
多
く
発
生
し
、
女
性

に
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
検
診
で
は
、
医
師
が
ひ
と

り
ず
つ
首
を
触
り
甲
状
腺
の
状
態
を

診
ま
す
。
甲
状
腺
の
触
診
で
橋
本
病

や
バ
セ
ド
ウ
氏
病
な
ど
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
希
望
者
に

は
エ
コ
ー
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
昨

年
の
検
診
で
は
「
甲
状
腺
の
う
胞
」

と
い
わ
れ
た
方
が
多
く
い
ま
し
た
。

こ
の
病
気
は
甲
状
腺
に
袋
状
の
も
の

が
で
き
、
そ
の
中
に
液
体
が
た
ま
っ

た
状
態
で
、
多
く
は
心
配
な
く
、

「
様
子
を
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●「
耳
鼻
咽
喉
科
検
診
」
で
は

　
　
　
　

 

何
を
診
て
く
れ
る
の
？

　

問
診
票
を
基
に
、
医
師
が
喉
や
耳
、

鼻
の
診
察
を
し
ま
す
。

　

鼻
水
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
る
、

鼻
が
つ
ま
り
や
す
い
、
に
お
い
が
感

じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
い
び
き
を
か

く
よ
う
に
な
っ
た
、
飲
み
込
み
に
く

く
な
っ
た
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
く

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
さ
ん
の
耳
の
痛
み

や
耳
に
よ
く
手
を
持
っ
て
い
く
、
聞

き
返
す
こ
と
が
多
い
、
咳
が
い
つ
ま

で
も
続
く
、
口
呼
吸
を
し
て
い
る
、

い
つ
も
鼻
を
す
す
っ
て
い
る
な
ど
気

に
な
り
な
が
ら
も
な
か
な
か
病
院
に

行
け
な
い
で
い
る
な
ど
の
相
談
も
で

喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
・

喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
・

　
　

耳
鼻
咽
喉
科
検
診

耳
鼻
咽
喉
科
検
診　
　を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
・

喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
・

耳
鼻
咽
喉
科
検
診
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今
回
は
、
大
根
お
ろ
し
で
煮
る
和

風
な
ハ
ン
バ
ー
グ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

焼
く
ハ
ン
バ
ー
グ
と
違
い
、
だ
し

汁
で
煮
る
の
で
あ
っ
さ
り
と
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
大
根
お
ろ
し

を
加
え
る
の
は
火
か
ら
お
ろ
す
直
前

が
い
い
そ
う
で
す
。

　

大
根
の
根
の
部
分
に
は
、
消
化
酵

素
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
す
。
葉

の
部
分
に
は
、
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
な

ど
が
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　

お
ろ
し
た
大
根
は
、
時
間
が
経
つ

と
独
特
の
に
お
い
が
強
調
さ
れ
る
た

め
、
お
ろ
し
た
ら
あ
ま
り
時
間
を
お

か
な
い
様
に
す
る
と
い
い
よ
う
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

栄
養
士　
　

市
本
美
由
紀

　

今
月
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー

に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
宅
で
簡

単
に
作
れ
る
一
品
を
皆
さ
ん
に
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
課
（
電
話
6-

1
9
9
5
）

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①　玉ねぎはみじん切り、生姜はすりおろしておきます。

②　豚ひき肉に玉ねぎ、生姜、卵、パン粉、塩コショーを加え混ぜ合わせ、小さめのハ

　　ンバーグを作ります。

③　だし汁にみりん、醤油、食塩を加え煮立たせ、しめじとハンバーグを入れます。

④　③のハンバーグの中までよく火が通ったら、すりおろした大根の半分量を火からお

　　ろす直前に加えます。

⑤　④を器に盛り、残りの大根おろしを上にのせて、出来上がりです。

□豚ひき肉・・５０ｇ 　 □パン粉・・・５ｇ

□玉ねぎ・・・１０ｇ　  □しめじ・・・３０ｇ

□生姜・・・・少々　　  □大根・・・・５０ｇ

□卵・・・・・６ｇ　　  □みりん・・・１０ｇ

□食塩・・・・少々　　  □醤油・・・・６ｇ

□コショウ・・少々　　  □だし汁・・・適量

き
ま
す
。

　

耳
の
大
き
な
役
割
に
「
音
を
聞
き

分
け
る
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
が
、
聞

こ
え
が
正
常
な
の
か
、
聞
こ
え
が
悪

い
場
合
は
ど
の
程
度
な
の
か
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
聴
力
検
査
も
行
い
ま

す
。
最
近
、
聞
こ
え
が
気
に
な
る
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
今
年
度
の
「
喉
頭
が
ん
・
甲
状
腺

　

が
ん
・
耳
鼻
咽
喉
科
検
診
」
の　

　
　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ
で
す
。

と
き:

７
月
30
日
（
月
）

受
付
時
間:

13
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ:

保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
料:

無
料

申
込
み

:

７
月
26
日
（
火
）
ま
で　

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

（
電
話
６‐

１
９
９
５
）
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字中頓別　　寺島　いとさん

（９０歳　　　６月２日）

　　戸籍だより
６月１日～６月３０日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ掲

載しています。）

おくやみ

人のうごき
　 （平成24年6月30日現在）
　　世　帯
　　人　口
　　　男
　　　女
　 　　　　(　) 内は前月対比

   943( -1)
 1,943(  0)
   958(  1)
   985( -1)

　５月に町民活動支援という目的で、住民グループに
臨時職員が配置されました。
　準備期間を経て今月号からいろいろ関わってもらっ
ています。
　これからは、今までとチョッと違った目線で特集を企
画していけると思いますので、乞うご期待！　　(tady)

　Ｋ多です。５月から広報でお世話になっています。
　わからない事だらけで大変ですが、皆さんに優しく
教えてもらいながら毎日楽しくお仕事をしています。
　一生懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願いしま
す。　　(Ｋ多)

 敏音知岳山開きでは、35名が参加して登山マラソンも。
 最高タイムは頂上まで33分。驚き！

今月の裏表紙

うぶごえ

字中頓別　　石川　颯ちゃん

（章人さんの子　　５月２９日）

はやて

ご寄附ありがとうございま

した。

（豊かな環境づくり）

川越　ナヲ　様

　　　　　　　10 万円

『サマージャンボ宝くじの賞金は、
　　　　　  1 等・前後賞合わせて 5億円！』
　　1等　　　　4億円×26 本
　前後賞各　 5,000 万円×52 本

『2000 万サマーも同時発売！』
　　1等　　　2,000 万円×450 本
○この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
○発売期間は平成 24 年7月9日(月)から7月27日(金)まで
○抽せん日は平成 24 年8月7日(火)
○支払開始日は平成 24 年8月13日(月)
○昨年のサマージャンボ宝くじ(第607回全国自治宝くじ)及び2000万サマー(第608
　回全国自治宝くじ)の時効(平成24年8月14日)が迫っておりますのでお忘れなく。


